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 令和４年２月大井町教育委員会定例会 会議録 

 

日  時  令和４年２月 21日（月）15時 30分～17時 05分 

場  所  大井町役場 ３階 301会議室 

出席委員  夏苅一壽教育長、牧野誠一郎教育長職務代理者、中條政夫委員、 

小島茂子委員 小嶋真希委員 

出席職員  石井浩二参事兼教育総務課長、内田憲治生涯学習課長、大川智也指導主事、 

      山﨑良徳社会教育主事 

【書記】山崎好之教育総務課副課長 

傍 聴 人  なし 

会議内容 

 

１ 開会  夏苅教育長から開会の宣言をする。 

 

２ 前会議録の承認 令和４年１月定例会の会議録が承認され、牧野誠一郎教育長職務代

理者と中條政夫委員が会議録に署名する。 

 

３ 教育長の報告 

(1) 教育長の報告 資料により夏苅教育長が説明する。 

（要旨） 

 定例会の前に行われた総合教育会議出席への御礼を述べる。 

 １月定例会以降に出席した主な会議等の報告をする。 

はじめに、教育長会議関係では、「県・市町村教育委員会教育長会議」と「全国町村

教育長会常任理事会」について報告する。 

２月９日に WEB会議を予定していた「県・市町村教育委員会教育長会議」は、急遽県 

議会が入ったことにより、書面会議に変更して開催された。 

 例年本会議の主な内容である、次年度の神奈川県の当初予算(案)の概要のほか、新型

コロナウイルス感染症関係としてこれまでの感染状況と臨時休業等への対応、県立高

校入学者選抜での対応、ICTを活用した学びの推進、県立高校改革、体力向上に向けた

取組、かながわ特別支援教育推進指針、懲戒処分の状況と不祥事防止の徹底等について

提示された旨を報告する。 

 不祥事については、今年度、わいせつ事案が令和３年 12月末時点ですでに昨年度の

件数を超えているとのことである。年度当初、県及び市町村の教育長において「教職員

によるわいせつ事案根絶の取組を推進するための申し合わせ」を行い、県教委と市町村

教委が、取組を強化している中での相次ぐ発生に、改めて法令遵守と服務規律の一層の

徹底をお願いされた。 

   ２月４日の「全国町村教育長会常任理事会」も、WEB会議の方式で実施した。 

午前の部では、まず、事務局が全国の町村教育委員会対象に実施した「一人一台端末

の利活用」と「教育委員会実態調査」のアンケート調査の結果報告と令和４年度事業計

画・活動計画の確認がされ、続く協議では、例年５月開催の定期総会並びに研究大会の
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実施に向けた対応について話し合った。 

午後の部では、文科省から「学校の感染症対策等について」「中学校における部活動、

今後の地区における対応について」「一人一台端末の整備とその活用の課題、今後の対

応について」「研修の充実と教員免許更新制の発展的解消について」の４点についての

行政説明があった。 

以上が「全国町村教育長会常任理事会」の内容報告である。 

次に、２月 17 日に行われた校長・園長会議では、１月 24 日開催から県西教育事務

所長訪問に変更となった「市町教育長会議」の内容を伝えるとともに、２月９日の「県・

市町村教育委員会教育長会議」の内容を伝達し、改めて事故・不祥事防止の徹底に努め

るよう確認をした旨、報告する。 

このほか、令和４年度の研究委託事業内容として、小学校において神奈川学びづくり

推進地域研究委託事業と文科省の道徳教育の抜本的改善充実に係る支援事業を継続実

施していくこと、幼稚園運営では、大井幼・第二幼で引き続き満３歳児保育の試行と年

少児の給食提供を実施していくことの確認をした旨報告する。 

園・学校からは、新型コロナウイルス感染症感染状況やコロナ禍での園学校行事の取

組状況が報告され、湘光中学校の修学旅行は、昨年同様、江ノ島方面への日帰り旅行に

変更して実施することを報告した。なお、園・学校における新型コロナウイルス感染症

感染状況の詳細については、石井参事から改めて報告をする旨言い添えた。 

そのほか、３月２日から開催される大井町議会第一回定例会の一般質問では、10 名

の議員のうち７名から教育関係の質問を受けている旨伝えた。 

 

(2) 各課・センターからの報告 

①教育総務課関係事業報告    資料により石井参事兼教育総務課長が説明する。 

   ②生涯学習課関係事業報告    資料により内田生涯学習課長が説明する。 

   ③新型コロナウイルス感染状況等 口頭にて石井参事兼教育総務課長が説明する。 

      町内の累計感染者数が昨年末までの 202人から２か月足らずで 405人と２倍に

跳ね上がる状況下、園児・児童・生徒・教職員の陽性者が出てきており、濃厚接触

者、家族が濃厚接触者となったケース、本人が発熱をしたケースを含め、１月以

降 106 件の報告があった。陽性者以外は、概ね PCR 検査を実施して陰性となった

ケースがほとんどである。感染経路として家庭内感染が際立っており、     

園・学校においては、基本的な感染症防止対策がとられているため、園児・児童・

生徒が園・学校内で濃厚接触者となることはこれまで一度もなかった。 

     引き続き、家庭へは、少しでも体調不良だったり、家族に風邪症状があったり

する場合は、登校を控えるよう協力を依頼していく。 

     オミクロン株のあまりにも急速な感染拡大に、保健所の対応も短期間での変更

を余儀なくされ、小田原保健福祉事務所足柄上センター所長から、１月 19日に管

内の小中学校において陽性者が出た場合、対象学年に対して拡大 PCR 検査を実施

すると通知されたが、１月 26日には行わないこととなった旨が通知された。 

     全国及び神奈川県の動向としては、感染急拡大等状況の変化に応じてその都度

指針を一部改正して通知し、各市町村教育委員会を通じて市町村立学校に周知を

図っている。２月７日付「オミクロン株の感染拡大に伴う市町村立学校における
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臨時休業等の当面の対応について」の通知では、学びの保障に万全を期すことが

謳われ、また児童生徒の居場所の観点から、児童生徒等及び教職員の感染が確認

された場合の対応や臨時休業実施の判断基準が具体的に示された。 

     これまでの考え方と違い、できる限り学級・学年閉鎖等は実施しないという方

向での判断基準である。ただ、保健所や医療体制の逼迫から、感染者は療養期間

について個々に判断したり、待機日数についても医師の指示や保健所の判断を仰

げなかったりする状況が出てきており、PCR 検査を受けなくても医師の判断によ

り陽性者とされる「みなし陽性」が認められたことによってみなし陽性とされる

園児等が徐々に増加したりと、混乱が生じている。 

     学校が聞き取りを行って、濃厚接触者の有無や待機期間等の判断をする必要も

発生していますが、今後も状況に応じて保健所や学校医と連携しながら対応をし

ていく。 

 

４ 議 事 

(1) 協議事項 

〇令和４年度予算編成について 

資料により当初予算要求概要について、石井参事兼教育総務課長、内田生涯学習課長

がそれぞれ説明する。 

（要旨） 

  教育総務課関係では、「投資的・新規事業経費」「経常的経費」について、園・学校

別に補助金交付や今年度の状況等を踏まえ、ポイントとなる箇所においては今年度と

の増減理由等の詳細に触れながら説明する。給食センター関係では、修繕・工事等に

ついて、毎年、園・学校の夏季休業を利用し計画的に行っていること等を説明する。   

生涯学習課関係の「投資的・新規事業経費」は、主として各施設における老朽化・経

年劣化に伴う改修等に係る費用と施設の特性に基づいて発生する委託料等について説

明するとともに、増減額の大きいものについてはその理由を述べる。 

 

(小島委員) 

 生涯学習課当初予算要求概要の図書館費の下の項目が図書室運営費とありますが、図 

書館運営費になるのではないかと思います。 

 

(内田生涯学習課長) 

  大井町の図書館につきましては、正式な名称は図書館法に基づく図書館ではなく、正 

式には図書室という扱いになるものですから、予算上は図書室運営費になります。 

 

(小島委員) 

 承知しました。 

【承認される】 
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〇令和４年度「大井町の教育（案）」について 

資料により石井参事兼教育総務課長、山﨑社会教育主事が説明する。 

（要旨） 

   見え消しと網がけにより示された加筆修正の中で、大きな変更点等３点について説

明する。基本方針の冒頭、基づく計画が第５次総合計画から第６次総合計画へ、教育

支援センターにおける不登校児童・生徒の支援にＩＣＴ機器を活用することについて

説明し、教育環境の整備・充実について触れる。 

   学校教育関係事業計画の開催期日については、県西教育事務所事業の確定を受けて

最終決定する。また、ＩＣＴ担当連絡会議については、タブレット端末の導入及びオ

ンラインの活用において実施回数を変更している旨、説明する。 

   社会教育においては、昨年３月に策定した「第４次大井町生涯学習推進計画」の前

期基本計画・実施計画に基づいて推進し、進捗状況を確認しながら進めていく。 

   青少年の健全育成の充実として、中学生を対象に募集し２年連続で中止となってし

まった「ブリティッシュヒルズ英語体験研修」を是非実現したい。また、成人教育の

推進の中の「学びおおいサポート事業」については、循環型社会をめざし、学ぶ側と

教える側が上手にリンクするように推進していきたい。 

   社会教育事業及び関係事業計画の「おおい自然園」関係事業の期日については、学

校教育とも連携しながら確定していく。「大井町二十歳のつどい」は、法改正に基づき

18歳が成人年齢になりますので、名称変更して実施するものである。 

 

 (夏苅教育長) 

  事業内容に変更点は特にありませんか。 

 

 (山崎社会教育主事) 

  特にありません。 

 

 (夏苅教育長) 

  「大井町の教育」及び「学校教育関係事業」については、本来大川指導主事から説明を 

するところですが、県の指導主事会議と重なってしまい、現在 WEB会議が行われている 

ところです。次回の会議の中でまた調整させていただきますので、お気づきの点があり 

ましたら、それまでにご連絡いただくか、あるいは当日ご指摘いただければ、と思いま 

す。次回までにお目通しをお願いします。そのほか、いかがでしょうか。 

  

(中條委員)  

 学校教育関係事業計画の校長園長会議の対象者に、保育園長が入っていないことにつ

いて、以前も聞いたことがあるように思うのですが、保育園長さんが出席できない何か

ハードルがあるのでしょうか。保育園と小学校の接続を考えた場合に、幼稚園だけでな

く、保育園とも課題を共有した方がよいと思うので、出席できるよう御検討いただけれ

ばと思います。 
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(夏苅教育長) 

  検討させていただきます。公立保育園長ということでよいでしょうか。 

  

(中條委員) 

  はい、研修会等には、保育士さんも同席しており、違和感があったものですから。 

 

 (夏苅教育長) 

  承知しました。 

【承認される】 

 

〇幼稚園・学校のあり方に伴うアンケートについて 

資料により山崎副課長が説明する。 

（要旨） 

  前回指摘のあった文言について修正を行った箇所及び追加等について確認するとと

もに、アンケート調査用紙について設問内容を中心に最終確認を依頼し、本日いただ

いた意見を受けて再度修正した後、３月上旬に対象家庭に発送する予定である旨説明

する。 

 

(夏苅教育長) 

  今、副課長から提示させていただきました。資料の確認等を含めながら再度内容を確

認させていただきます。保護者あて調査協力へのお願いはＡ４版片面、アンケート調査

資料はＡ３版見開き４ページ、この２点については若干の文言修正があるだけで基本的

には前回提示したものと変更はありません。アンケート調査の回答期限については、発

送してから二週間後をイメージし、３月 18日（金）を想定していますが、本日いただい

た御意見で大幅な修正がなく発送が早まれば、期限を短縮することもあります。 

  調査用紙の設問５あるいは設問８を中心に、全体的な考え方、内容、文言と言ったと

ころで御意見をいただければと思います。 

 

(中條委員)  

 今までより答えやすくなったと思います。ただ、選択肢ですが、苦労されて作られたの

だと思いますが、やはりまだ多いので、さらに減らす方法として、例えば設問５の⑦と⑧

を上手にまとめて工夫すれば、一つの文に収まるように思うのです。工夫によってまと

められるなら、もう少し少なければよいかと思います。 

  

(夏苅教育長)  

 この内容を基本として、もう一度事務局で検討させていただきます。 

 では、３月上旬を発送予定として、今月末までにこのほかお気づきの点がありました

らお知らせください。保護者あて発送した調査用紙等は、発送と同時に委員の皆様に参

考送付させていただきます。 

 御案内のように、今回のアンケート調査は、相和幼稚園、相和小学校の保護者に同じ内
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容のアンケート調査を行い、来年度になりますが集約したものを提示します。これは、通

園通学区域を町内全域にして数年が経過した検証と、町内全体の幼稚園・学校のあり方

について検討委員会で検討してきたことをもとに行います。保護者の意向を踏まえたう

えで、保護者から相和地区にお住まいの方、あるいは町内全体の保護者等に対象を広げ

ていく方向性でよいでしょうか。 

 【承認される】 

 

５ その他 

  〇令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の分析について 

   資料により大川指導主事が説明する。 

  （要旨） 

    小学５年生の体格は、男女ともに正常範囲内に位置している児童が８割程度であ

るが、男子は「中等度肥満」、女子は「軽度肥満」の割合が全国や県と比較すると高

い傾向にある。体力・運動能力については、Ａ～Ｅ５段階で評定した総合評価は、

Ａ評価の割合が全国や県よりも高い一方、Ｄ評価の割合も高く、Ｄ・Ｅ評価合わせ

ると全体の４割程度を占める。男女とも全国や県よりも運動やスポーツが好きで大

切だと考え、体育の授業に意欲的かつ積極的に取り組む児童が多い特徴がある。 

    中学２年生の体格は、男子は９割、女子も８割の生徒が正常範囲内に位置してい

る一方で、男子は「中等度肥満」、女子は「肥満」の割合が高い状況にある。 

    体力・運動能力については、男子はＢ評価が全国や県よりもかなり低く、Ｄ評価

の割合が高く、Ｄ・Ｅ評価の割合が全体の６割を占めている。女子も同様で、Ａ・Ｂ

評価の割合が全国や県より低く、Ｄ・Ｅ評価の割合が高い。運動やスポーツに対す

る意欲や積極性は、小学５年生とは異なり、苦手意識をもっている様子がうかがえ

る結果となっている。 

    小学５年生と中学２年生に共通している望ましくない生活習慣は、全国学力学習

状況調査同様、ゲーム機、スマートフォン、パソコンなどの画面を見ている時間が

全国や県より長い状況である。 

    今回の結果を、次年度の指導に繋げていきたい。 

 

(小嶋委員)  

  体力がだいぶ落ちてきているというところで、私の感覚でも、以前は野球部に入って

いる生徒が多く、クラブチームに所属している生徒も多かったのが、今は湘光中学校で

も野球部に入っている生徒は３人とかなり少なくなっているということを聞くのですが、

そもそも運動部に所属する生徒が減少してきているのでしょうか。 

 

(大川指導主事)  

  正確にはわかりませんが、報告を受けている部活動に所属している人数からわかる傾

向としては、競技を行う人数の多い団体スポーツよりも、テニスや卓球、陸上といった

個人やペアで行う競技を好んでいるように感じます。いろいろな種目がテレビで放映さ
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れている影響もあるかと思います。テニス部などは部員が多いので、運動部に入る生徒

が減っているのではなく、選ぶスポーツに個人種目が増えている傾向が見受けられます。 

 

(小嶋委員)  

  大井町が全国や県と比べて運動に対して肯定的な意識をもっている児童生徒が少ない 

原因として何か考えられることはありますか。 

 

(大川指導主事)  

 この分析結果について、まだ学校と共有できていないので、学年の傾向なのかどうか

など状況がよくわからない部分があります。また、昨年度はコロナの関係で調査が実施

されなかったので、現中学３年生との比較は難しいので、今後学校と結果を共有し検討

していきたいと思います。 

 

(夏苅教育長) 

以前は県よりも高いときがあり、県の教育長会議でもう一つの市とともに示されて驚

いたこともあったのですが、今回は確かにだいぶ課題を感じますね。ソフトボール投げ

など、投げることに対してこの辺は環境的に恵まれているのではないかと思うのですが。 

 

(中條委員)  

 昔はいろいろなところでキャッチボールができたし、キャッチボールする姿も見まし 

たが、今はその光景を見ませんね。これは大井町だけでなくて近隣どこにも言えること

ではないかと思います。投げるのは苦手ですね。ソフトボール投げの結果が低くなって

しまうのは、経験をしてないからなのではないかと思います。かつて中学校の野球部に

入ってきて、キャッチボールができない生徒がいました。キャッチボールができなくて

も入部するという状況にありますから、いかにそういった経験をしてきていないかとい

うことを、最近は非常に痛切に感じます。 

 サッカー人気というのもあるのでしょうね。 

 これを見ると、保健体育の先生はがっかりしてしまうのではないでしょうか。 

 もう少しよい結果がでるとよいな、という思いがあります。 

 

(夏苅教育長) 

先ほど小嶋真希委員さんがおっしゃられたように、今、野球部は他校との合同でない

とチームを編成できない状況にあります。 

 

(中條委員) 

３学年合わせても人数が足りないのですか。 

 

(大川指導主事)  

３年生を入れても９人にはならないです。聞くところによると松田、中井、足柄台、湘

光の４校でやっと１チームできるということです。自分も野球部の指導をしてきたので

残念ですが、今、上郡全体が同様の状況にあり、湘光と同じ規模の文命中学校でも２学年
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合わせても 12、3人くらい、ということで野球人口に関しては苦慮しているようです。 

 

(夏苅教育長) 

以前は少年チームに入っている子どもが多くいたような感じがしましたが、最近は少

ないのでしょうか。 

 

 (大川指導主事) 

大井町はフレンダースがあるので、熱心にやっていると感じていますが、クラブチー

ムも子どもの数集めに力を入れていて、専門的なところでやりたいという意識が高い子

どもはクラブチームに所属するかとは思います。以前に比べクラブチームの敷居は低く

なっていることも一つの要因かと思います。 

 

 【承認される】 

  

(牧野教育長職務代理者)  

 この前、大井小学校の３・４年生が学年閉鎖になったときに、タブレットを持ち帰っ 

て授業を行ったように聞いていますが、何か問題等はあったでしょうか。 

 

(大川指導主事) 

 持ち帰った学年は、朝健康観察をオンラインで行ったりその日の課題についての確認 

を行ったり、タブレットのドリルワークを使った学習を個々に行ったりはしたようです 

が、授業を配信したというわけではないです。 

 

(牧野教育長職務代理者)  

 わかりました。 

 

  ○卒業式・卒園式及び入学式・入園式への出席について 

   資料により山崎副課長が説明し、委員が出席する学校・幼稚園を決める。 

 

〇今後の行事等予定について 

    資料により石井参事兼教育総務課長から説明する。 

   ・20日(日)に予定されている「ペタンク大会」は現在検討中で、中止になる可能 

性が高い。 

 

(夏苅教育長) 

 次々回の定例会の日程調整をさせていただきます。 

 候補日としては４月 19・20・21日あたりでお願いしたいのですが、いかがでしょうか。 

では、４月 20日(水)13:30開会とします。次回は３月 23日(水)14:00です。 

 よろしくお願いします。 
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６ 閉会  夏苅教育長から閉会の宣言をする。 

 


